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2020 年 11 月 24 日 

一般財団法人日本規格協会 

 

JI S 見直し の審議について 

 

 日本産業規格（ 以下、 JIS と いう 。） は、 産業標準化法に基づき 、 JI S を制定又は確認若

し く は改正し た日から 少なく と も 5 年を 経過するまでに見直す必要があり ます。 多数の

JI S があるこ と から 効率的な運用のために、 毎年度一括し て JI S 見直し を行う こ と と し て

おり ます。 JI S の見直し の流れ及び産業標準作成委員会の審議方法は、 別添 1 を ご参照く

ださ い。 今回のご審議は、 別添 1 の“ JIS 見直し の審議” に該当し ます。  

2021 年度に見直し 期限を 迎える計測計量分野の JIS について、 当会にて関係各方面の

意見を十分に調査し 、 別添 2 のと おり 2021 年度中に改正、 確認又は廃止と するかの案を

作成いたし まし たので、 ご審議を お願いいたし ます。  

なお、 字句等編集上の修正については、 産業標準作成委員会事務局に一任いただき ます

よう お願いいたし ます。 また、 ご承認いただいた JI S 見直し のう ち、 公示予定が「 確

認」， 及び公示予定が「 廃止」， かつ， こ れから 廃止に着手する JI S については、 その内容

を 利害関係者に公表するために JI S 作成予定一覧表と し て JSA ホームページに掲載いた

し ます。  

資料 2 
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JI Sの見直し に関する審議 別添1
（ １ ） JI S見直し の流れ



Cop y r ig h t 2 0 2 0  JSA GROUP.  A l l  R ig h ts Rese rved .

（ ２ ） JI S見直し の審議について

目的: 次年度に5年見直し 期限を迎えるJISについて、 「 改正」 、 「 確認」 又は
「 廃止」 のいずれにするかの見直し 方針を決定し ます。

１ ． 利害関係者の意見を確認するため、 JSAが見直し 対象のJI Sを抽出し 、
調査し ます。

※ 見直し 対象は、 次年度に5年見直し 期限を迎えるJISです。
※ 技術的動向、 対応国際規格や引用規格の改正・ 廃止などを背景に、

JI Sを改正する必要があるのか、 確認でよいのか、 又は廃止するか
などを調査し ます。
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（ ２ ） JI S見直し の審議について（ 続き ）

２ ． JSAが調査結果に基づき 、 それぞれのJISについて「 改正」 、 「 確認」 又は
「 廃止」 のいずれにするかの案（ 以下、 JIS見直し 案と いう 。 ） を理由と
と も に作成し ます。
その際には、 必要に応じ て、 JSA自身のW G又は素案作成団体に事実確認を
行います。
JSA内部にて、 産業標準作成責任者の了承を得た後、 産業標準作成委員会に
お諮り し ます。

※ 当該JI Sが次に該当し 、 次年度までに「 改正」 又は「 廃止」 の公示を予定し ている
場合は、 JI S見直し 案を「 改正」 又は「 廃止」 と し ます。

※ 当該JI Sが次に該当し 、 こ れから 改正又は廃止に着手する ため、 次年度までに
「 改正」 若し く は「 廃止」 の公示ができ ない場合、

又は次に該当し ない場合は， JI S見直し 案を 「 確認」 と し ます。
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改正又は廃止が必要な要因

市場実態又は技術動向に合わせ、 最適な技術内容と すべく 、 規定内容の変更が必要

社会的要因で規定内容の変更が必要（ 環境問題など）

対応国際規格の改正又は廃止があり 、 規定内容の変更が必要

対応すべき 国際規格が新たに制定さ れ、 それに整合するこ と が必要

引用規格の改正及び/又は廃止があり 、 規定内容の変更が必要

引用すべき JISが新たに制定さ れた

整合すべき （ 参照し ている） 法規の改正及び/又は廃止があり 、 規定内容の変更が必要

整合すべき （ 参照し ている） すべき 法規が新たに制定さ れた

技術の陳腐化・ 利用の縮小等、 JISの廃止が妥当
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（ ２ ） JI S見直し の審議について（ 続き ）

３ ． 産業標準作成委員会でJIS見直し 案をご審議いただき ます。
※ JI S見直し 案の資料については、 JSAで事実確認を行っ ており ます。
※ 対応国際規格などの改廃状況は、 資料2別添2の参照文書（ JSA調査結果） に

記載し ており ます。
例 対応国際規格が「 ×」 で、 JIS見直し 案の公示予定を「 確認」 と

し ている場合、 （ ２ ） ２ ． の「 対応国際規格の改正又は廃止があり 、
規定内容の変更が必要」 に該当し ていないこ と をJSAで確認し て
います。

※ ご承認いただいたJIS見直し のう ち、 公示予定が「 確認」 及び「 廃止」 の
JI Sは、 JI S作成予定一覧表と し てJSAホームページに掲載し ます。

（ 利害関係者に対する産業標準作成委員会への参加の機会の確保及び
異議申立ての機会の確保のため）
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（ ３ ） JI S確認の申出に係る審議

目的: 利害関係者の意向を適切に反映するためのプロセスを経て、
主務大臣にJI Sの確認の申出をし てよいかどう かを決定し ます。

１ ． JIS確認の計画の公表によっ て、 利害関係者の意向を確認し た後、 JSAが日本
産業規格作成審議経過報告書（ 確認） を作成し ます。

※ 当該報告書では、 確認の申出を行う 対象JIS、 確認する理由、 認定機関と
し てのプロセスの結果（ JIS見直し の審議～JIS確認の計画の公表の結
果） を示し ており ます。

２ ． 産業標準作成委員会で日本産業規格作成審議経過報告書（ 確認） に基づき 、
ご審議いただき ます。

※ JI S見直し の審議の結果から 変更がある場合は、 JSAから その旨産業標準
作成委員会にご報告いたし ます。

３ ． 産業標準作成委員会で承認さ れたJI Sは、 JSAから 主務大臣へJISの確認の申
出を行います。
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2021年度に見直し期限を迎えるJISの見直し（案）（計測計量分野）

【JIS書誌情報】

書 誌 情 報

最新 公示

種類 年月日
対応
国際
規格

引用
JIS

引用
国際
規格

対応国際規格
対応国際規
格の同等性

制定年月日 最新改正日

B7552 液体用流量計の校正方法及び試験
方法

確認 規定内容の変更の必要がないため。  5:　無(提無)対応国際規格が存
在せず,国際規格に提案しないも
の.

一般社団法人日本計
量機器工業連合会

JIS B 7552:2011 確認 2016/10/20 - × × ######### 2011/05/2
0

B7556 気体用流量計の校正及び器差試験 確認 これから改正に着手し，改正公示となるの
が再来年度以降となるため。

 5:　無(提無)対応国際規格が存
在せず,国際規格に提案しないも
の.

一般社団法人日本計
量機器工業連合会

JIS B 7556:2016 改正 2016/07/20 - × ◎ ######### 2016/07/2
0

B7922 電子式湿球黒球温度（ＷＢＧＴ）指数
計

確認 これから改正に着手し，改正公示となるの
が再来年度以降となるため。

 5:　無（提無）対応国際規格が存
在せず、国際規格に提案しない
もの。

一般社団法人　日本
電気計測器工業会

JIS B 7922:2017 制定 2017/03/21 - × - #########

Z8706 光高温計による温度測定方法 確認 規定内容の変更の必要がないため。  5:　無(提無)対応国際規格が存
在せず,国際規格に提案しないも
の.

一般社団法人日本計
量機器工業連合会

JIS Z 8706:1980 確認 2016/10/20 - × - ######### 1980/01/0
1

Z8707 充満式温度計及びバイメタル式温
度計による温度測定方法

確認 規定内容の変更の必要がないため。  5:　無(提無)対応国際規格が存
在せず,国際規格に提案しないも
の.

一般社団法人日本計
量機器工業連合会

JIS Z 8707:1992 確認 2016/10/20 - × - ######### 1992/03/0
1

Z8765 タービン流量計による流量測定方法 確認 規定内容の変更の必要がないため。  5:　無(提無)対応国際規格が存
在せず,国際規格に提案しないも
の.

一般社団法人日本計
量機器工業連合会

JIS Z 8765:1980 確認 2016/10/20 - × - #########

Z9090 測定―校正方式通則 確認 規定内容の変更の必要がないため。  5:　無（提無）対応国際規格が存
在せず、国際規格に提案しない
もの。

無 JIS Z 9090:1991 確認 2016/10/20 - × - #########

参 照 文 書
（JSA調査結果）公示予定

（確認，改正，廃
止又は“－”を入

力）

左記理由 対応国際規格との整合 備考

素案作成団体

（無と記載している場合は、
JSA自身のWGを示す。）

規格番号及び
西暦年

規格番号 規格名称

別添2
参照文書の記号の説明：

◎ 当該JIS発効時の参照文書のすべてが、 改廃さ れずに、

存続し ている。

× 当該JIS発効時以降、 参照文書の一部及び/又は全てが、

改正及び/又は廃止さ れている（ 現状が不明なも のも

含む） 。
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